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研究成果の概要（和文）：本研究では、住環境改善がもたらす健康影響シミュレーション手法の開発を行った。
具体的には、全国の住宅の温熱環境、音環境、光環境、衛生環境、安全環境、安心環境の包括的な評価を行い、
居住者の疾病（糖尿病、結膜炎、高血圧、心疾患、脳疾患、鼻炎、肺炎、喘息、皮膚炎、関節炎）の有病割合と
の関係を分析し、両者の関係をモデル化した。さらに、疾病有病に伴う通院費用の発生や欠勤に伴う給与損失額
を性別、年齢帯、地域毎に推計できるようなシミュレーションモデルを開発した上で、マクロシミュレーション
を実施し、住環境の改善に伴う経済便益を推計した。

研究成果の概要（英文）：In the study, a simulation method was developed to evaluate the health 
impacts of improvements in living environments. Specifically, a comprehensive assessment of thermal,
 acoustic, lighting, sanitary, safety, and security conditions in residences across the country was 
conducted, and their relationship with the prevalence of diseases (diabetes mellitus, disorders of 
the conjunctiva, hypertensive diseases, heart diseases, cerebrovascular diseases, other diseases of 
the upper respiratory tract, chronic lower respiratory diseases, asthma, dermatitis and eczema, and 
Inflammatory polyarthropathies) among residents was analyzed. The relationship between these 
environmental factors and disease prevalence was modeled. Furthermore, a simulation model was 
developed to estimate the costs of medical visits and wage losses due to absenteeism, categorized by
 gender and age group. Using this model, a macro-simulation was performed to estimate the economic 
benefits of improving living environments.

研究分野： 建築環境工学／都市環境工学
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研究成果の学術的意義や社会的意義
世界保健機関（WHO）が2018年に住まいと健康に関するガイドライン（WHO Housing and health guidelines）を
公開したように、現在世界中で住環境と居住者の健康状態の関係について注目が集まっている。居住者の健康を
維持増進するためにも良好な住環境の形成が極めて重要であるが、そのためには相応のコストが発生し、良質な
住宅ストック形成の障壁となっている。そこで、本研究は、住環境改善に伴う居住者の健康状態改善効果を経済
便益換算することによって、住環境改善のインセンティブを提示するものである。さらに、我が国の住宅政策の
費用対効果の推計にも貢献するものである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
高齢化の進行とそれに伴う医療費および介護費をはじめとする社会保障関係費用の増大が課

題となっている。社会保障関係費用の増大を抑制するためには、疾病が発症してから治療するの
ではなく、発症を予防することが重要である。この観点において、人々の生活基盤である住宅の
環境改善が有効な疾病予防策となり得るとして注目されている。 
住環境が居住者の健康状態へ与える影響は、住宅の状態や居住者の元々の健康状態、個人属性、

生活様式等に大きく左右される。そのため、適切に住環境改善を促すためには、個々人の置かれ
た環境や状況に合わせた適切な情報提供が不可欠である。しかし、従来の研究は特定の地域や少
数の住宅を対象とした事例研究が中心であり、全国各地の異なる環境や状況に合わせた情報を
提供することは困難であった。また、住環境改善がもたらす居住者への健康影響を全国規模でシ
ミュレーションする手法が確立されておらず、その効果を推計することも困難な状況であった。 
 
２．研究の目的 
住環境改善がもたらす健康影響のシミュレーション手法を開発することを目的として研究を

行った。具体的には、以下の２つの段階に分けてシミュレーション手法の開発を行った。 
（1）個人の年齢、性別、既往歴、生活習慣、居住環境などの状況に合わせた個人レベルの健康

影響シミュレーションモデル（ミクロモデル）を開発した。これにより、個人単位で健康
影響を評価することができるようにするものである。 

（2）個人モデルをベースに、世帯レベル、市区町村レベル、都道府県レベル、全国レベルでの
便益を推計するシミュレーションモデル（マクロモデル）を開発した。これにより、地域
ごとの特性を考慮しながら、住環境改善がもたらす広範な健康影響を評価するものである。 

以上、２つのシミュレーションモデルの開発と解析の実行を通じて、健康維持・増進に資する
住宅政策の基礎資料を整備し、最終的に国民の健康を向上させ、医療費の削減や介護負担の軽減
に貢献することを目指した。 
 
３．研究の方法 
以下の手順で研究を進めた。 

（1）全国約 1万 5千世帯を対象とした大規模アンケート調査データを集計、分析し、各世帯の
住環境の評価や個人の健康状態、個人属性、生活習慣などを把握した。 

（2）住環境と個人の健康状態、個人属性、生活習慣などに関するデータを用いて多変量解析を
実施し、住環境が個人の健康状態に与える影響をモデル化した。 

（3）個々人の健康影響を経済的な価値に換算した。これにより、健康改善による医療費削減や
生産性向上などの経済効果を定量的に評価した。 

（4）個人レベルの経済効果を積算し、世帯レベル、市区町村レベル、都道府県レベル、そして
全国レベルでの経済効果を推計した。 

以上に加えて、シミュレーション手法の精度向上や計算負荷の削減についても随時試みた。 
 
４．研究成果 
（1）北海道から九州までの全国 1 万 5千世帯から取得された住環境の評価データを集計した。

その結果、音環境、光環境、安全環境、安心環境については問題があると申告した世帯は
全国的にあまり多くないものの、温熱環境や衛生環境については問題が発生している世帯
が相当数存在することが確認された。この全国アンケート調査の結果は、住環境の改善に
よる健康影響のシミュレーションを行う際のバックグラウンドデータとして活用できる。
また、今後全国に良質な住宅ストックを形成していく上で必要となる施策を検討する時に
貴重な情報源となると考えられる。 

（2）住環境と居住者の健康状態に関する全国アンケート調査のデータを分析し、戸建住宅及び
共同住宅の居住者の健康状態を比較した。その分析結果を図 1 に示す。戸建住宅の居住者
は共同住宅の居住者と比較して糖
尿病、脳疾患、高血圧、心疾患、肺
炎、関節炎罹患に関するオッズ比
が高く、鼻炎や喘息、皮膚炎罹患に
関するオッズ比が低い。これは、共
同住宅の方が戸建住宅よりも世帯
あたりの外皮面積が小さいことが
一因として考えられる。冬季の屋
内から屋外への熱の貫流が少ない
ことから循環器系疾患の罹患リス
クが抑えられているものと推察さ
れる 1。一方、共同住宅の外皮面積
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図 1 戸建住宅・共同住宅居住者の健康状態の違い 



の小ささは、機械換気設備の不適切な運用時に換気不足につながることがある。これによ
り、室内の空気質が悪化し、呼吸器系疾患の罹患リスクを高めると考えられる２。これらの
結果は戸建・共同住宅の種類によって有効な住環境改善策が異なることを示している。 

（3）目的変数を糖尿病、脳疾患、結膜炎、高血圧、心疾患、鼻炎、肺炎、喘息、皮膚炎、関節
炎の計 10 種類の疾病の罹患の有無とし、多重ロジスティック回帰分析を行った。説明変数
には、疾病毎に危険因子と住環境の総合評価を投入した。危険因子の検討にあたっては、
国際的な医学ガイドラインをそれぞれ参照した。その結果、疾病の罹患オッズ比を大きく
左右する性別や年齢といった個人属性、食事や運動、飲酒・喫煙といった生活習慣、持病
の有無などを考慮・調整しても住環境が 10 種類の疾病に対して一定の影響力を持つこと
が確認された。 

（4）（3）の多重ロジスティック回帰分析
の出力値をもとに感度分析を行っ
た。結果の一例として心疾患に関
する分析結果を図 2 に示す。心疾
患に限らず、循環器系疾患の罹患
の有無を出力パラメーターとした
感度分析において、若者より高齢
者のほうが、また女性より男性の
ほうが住環境の影響を受けやすい
ことが明らかになった。既往研究
においても冬季の住宅内での寒冷
曝露により高齢者と男性の高血圧
リスクが高まることが確認されて
いる１。本研究の成果もこの既往研
究の成果と整合するものである。 
一方、目や鼻、呼吸器、皮膚の罹患
の有無を出力パラメーターとした
分析では、女性や若者が影響を受
けやすいことが確認された。これ
らの結果から、住環境改善による
健康影響は個人の状況によって異
なることを示している。 

（5）（4）の結果を疾病ごとに要する医療
費や仕事の欠勤による所得損失の
観点から経済価値換算した。また、
10 種類の疾病に関する経済効果を
合算した。個人レベルの経済影響の推計結果を図 3 に示す。その結果、住環境の変化によ
り最も影響を受けるのは、男性高齢者であることが確認された。これは、循環器系疾患の
医療費が他の疾病と比較して高いことが原因であると考えられる。 

（6）（5）で得られた属性ごとの経済効果を日本の人口の年齢比や男女比等を考慮して積算した。
その結果、日本の平均的な住環境水準を満たさない住宅の数から推計される経済損失額は、
年間約 7240 億円となることが確認された。この額は、本研究で対象とした 10 種の疾病に
関わる総医療費の約 11%にも及ぶ数値である。この結果より、住環境改善に資する施策を
全国展開することで社会関係保障費抑制し得ることが示唆された。 

（7）シミュレーションモデル開発後も継続的に改善を図った。具体的には、シミュレーション
に入力する住環境パラメーター数の削減を図った。その結果、住環境の評価に関するデー
タに統計的手法を適用することで、必要なパラメーターの数が約50から10に削減された。
この結果は、シミュレーションモデルの社会実装の際の負担軽減につながると考えられる。 

本研究では、住環境の改善が居住者の健康に与える影響を多角的に評価し、住環境改善が重要
な疾病予防策になり得ることを示した。さらに、住環境改善が財政負担の軽減に大きく寄与する
可能性も示された。 
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図 2 住環境と心疾患リスクの関係 
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図 3 住環境が個人にもたらす経済影響 
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